
２０１９年  １２月  ２９日 ≪ 年 末 感 謝 礼 拝 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半   ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師   ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②寺澤 政枝姉  ③石井師 

賛  美   聖歌６０４番 & ～み手の中で～ 

使徒信条 

聖  書  ➀ルカによる福音書１章 26～31 節 

      ➁テサロニケ人への第一の手紙５章１２～２２節 

特別賛美  カルバリー聖歌隊＆アンサンブル 

メッセージ   ①「マリヤは孤児だった？」大川従道主任牧師 

      ➁「主の臨在と共に歩む」石井 潤牧師 

献  金   聖歌５８１番 ＆ ～慕い求めます・感謝の心～ 

祝  祷              〔献金当番：和田姉・青木姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美   ～注ぎたまえ主よ～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日は｢年末感謝礼拝｣。一年の感謝を主にお捧げ致しましょう！(昼食なし) 

２．今週の祈祷会は、☆早天祈祷会:月曜朝６時。☆準備祈祷会:土曜夜８時。 

３．2020年の初詣礼拝は、元日の１１時～。メッセージは大川従道牧師。 

４．来週の日曜礼拝では、誕生祝福式。午後の予定はありません。昼食なし。 

５．今年も一年守られたことを感謝して「年末感謝献金」をお捧げ致しましょう！ 

 

 
  

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１２/２９－１/５〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
ゼカリヤ 

１０－１２章 
１３・ 
１４章 

マラキ 
創世記 
１－３章 

４－ 
７章 

８－ 
１１章 

１２－ 
１５章 

１６－ 
１８章 

新約 
黙示録 
２０章 

２１章 ２２章 
○○○ 

○○ 
○○ 

○○ 
○○ 

○○
○○ 

○○ 
○ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 

1/12(日):聖餐式･成人者祝福式/執事会 16(木):大手家庭集会 

23(木):ＷＯＧＡ  26(日):聖歌隊 



 
｢神は、私たちを裁きに遭わせようと定めておられるのではなく、私たちの主イエス･キリストによ

って、救いを得ることができるように定めておられるのである。主が私たちのために死んでくださ

ったのは、私たちが生きる時も死ぬ時も、主と共にあるためである。」1テサロニケ5章9･10節現代訳〕 
 

パウロはテサロニケの人々に、今はこの地上にはおられないイエス･キリスト様を示したかっ

た。分かって欲しかった。しかし、テサロニケの人たちは見事にそのキリストに出会い、キリスト

によって生きていくようになっていた。それは本当に素晴らしいことでした。しかし、それでも繰り

返し繰り返しパウロは彼らにイエス様と共に歩むとはこういうことなのだ！と伝え続けました。そ

れは、私たちはいつの間にか主から離れてしまう存在であることを良く知っていたからだとパウ

ロは自覚していたからでしょう。幾ら目の前にいる素晴らしいパウロ先生を示したからといって、

それはイエス様ではなく、あくまでもパウロ先生。キリストのように生きるとは、素晴らしい自分

自身として生きることではないということをパウロは示したかった。私たちがいくら自分を磨いて

素晴らしい人格者になったとしても、それはキリストを示すのではなく、自分自身を示してい

るだけしかない。そうではなく、キリスト様ご自身のものとしての自分自身を示す必要がありま

した。だから、パウロはよく、自分自身を「キリストのしもべ＝奴隷」と表現したのだと思います。

主と共にある生き方とは、自分自身がもはや自分自身ではなく、キリスト様のものであること

を徹底的に理解することだと言えます。私たちの心のままに生きるのではなく、キリスト様のお

心のままに生きるのです。キリスト様のお心のままに生きるためには、私たちが自分以上にキ

リスト様のことを理解しなければならないということです。自分自身を出て、キリスト様の中に

生きる必要があります。しかし、そんなことは私たちには簡単にできることではありません。だか

らこそ、私たちの内におられる神の霊である、聖霊様、御霊様のエスコートが必要なのです。 

2019年最後の礼拝となりました。今年は大きな台風による災害が起こりました。未だに

元の生活に戻れていない方々もおられます。この教会でも大きな病などによって大きな試練

と向き合わなければならない方々が多かった年でした。本当に祈りに導かれました。緊張しっ

ぱなしだったように感じます。しかし主はそれ以上に豊かな恵みを注いでいるということも感じ

ています。試練は私たちが主にさらに近づくための大いなる方法だったと感じています。試練

を通して、それまで考えもしなかったような神様の恵み深いお心を知ります。How toで信仰

を説明することはできても、信仰がその人のものとなるためには、試練を通して神様の前に

出て、神様ご自身を知り、そのことで信仰経験が与えられます。そして、私たちの心が変えら

れていきます。今、皆さまお一人お一人の心をチェックしてみてください。きっと、前の自分と

変わっていることでしょう。それがキリスト様と共に生きる事なのではないでしょうか？ 

「主の臨在と共に歩む」 
～主の御心に生きるために～ 


